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●国民健康保険料（第６期）

●介護保険料（第６期）

寒
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ま
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
は
ま
だ
私
た
ち
の
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
あ

の
震
災
で
、
新
聞
の
一
面
を
飾

っ
た
途
中
で
折
れ
曲
が
っ
た
高

速
道
路
か
ら
バ
ス
の
車
体
が
一

部
突
き
出
し
て
、
あ
わ
や
転
落

寸
前
と
い
う
有
名
な
写
真
が
あ

り
ま
す
。
あ
の
バ
ス
の
運
転
手

さ
ん
が
お
客
様
を
無
事
に
降
ろ

し
て
か
ら
、
自
分
も
非
常
階
段

で
地
上
に
降
り
た
そ
う
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。

こ
の
運
転
手
さ
ん
は
地
上
に
降

り
て
、
ま
っ
す
ぐ
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ー
に
駆
け
込
ん
で

何
か
を
買
い
求
め
ま
し
た
。
い

っ
た
い
何
を
買
っ
た
の
で
し
ょ

う
？
水
？
食
料
？
そ
れ
は
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
し
た
。

自
分
が
運
転
し
て
い
た
バ
ス
を

折
れ
た
高
速
道
路
の
下
か
ら
撮

影
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

運
転
手
さ
ん
が
撮
影
し
た
迫
力

あ
る
写
真
は
、
昨
年
末
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
人
気
番
組
「
課
外
授
業
〜

よ
う
こ
そ
先
輩
」
で
初
め
て
世

に
出
ま
し
た
。

こ
の
話
は
、
番
組
に
出
演
さ

れ
て
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
佐
野
眞
一
さ
ん
が
取
材

さ
れ
た
実
話
で
す
。
佐
野
さ
ん

は
、
「
東
電
О
Ｌ
殺
人
事
件
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
品
を
書
い
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
有
名
な
作
家
で
す

が
、
流
山
市
民
で
あ
る
こ
と
は

残
念
な
が
ら
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ

と
し
二
月
、
流
山
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
佐
野
さ
ん
の

講
演
会
の
内
容
は
、
こ
の
七
月

に
「
だ
か
ら
、
君
に
、
贈
る
」

（
平
凡
社
）
と
い
う
本
に
な
っ

て
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
は
、
こ
の
本
の
中

で
「
歩
い
て
、
見
て
、
聞
い
て
、

心
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
か
せ

れ
ば
新
し
い
世
界
が
見
え
て
く

る
。
そ
れ
が
逆
風
に
負
け
な
い

力
に
な
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

「
鳥
の
目
と
虫
の
目
を
持
て
。
そ

の
と
き
世
界
を
見
る
目
が
変
わ

る
」
と
も
説
い
て
い
ま
す
。
人

の
見
方
、
社
会
の
見
方
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
際
に
も
通
じ
る
言
葉
だ
、

と
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。

流
山
に
は
各
分
野
で
、
日
本

を
牽
引
す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
や
専
門
家
が
た
く
さ
ん
お

住
ま
い
で
す
。
残
念
な
が
ら
、

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
街
づ
く

り
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
守
る
べ
き
良

き
伝
統
を
峻
別
し
な
が
ら
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
お
力
を
頂
戴

し
、
一
緒
に
住
み
よ
い
流
山
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
民
パ
ワ
ー
で

元
気
な
流
山

皆さまのご意見・ご要望

をお待ちしています　　　　

「市政へのメール」ホームページアドレス
http://www.city.nagareyama.chiba.
jp/mail/mail.html
問□秘書広報課�７１５０－６０６３

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
人
権
週
間
。
第
二
次
世
界
大

戦
下
で
の
虐
待
や
迫
害
に
対
す

る
反
省
か
ら
、
一
九
四
八
年
国

連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
の
を
受
け
、「
人
権
デ
ー
」

「
人
権
週
間
」
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

江
戸
川
大
学
で
は
、
人
権
や

人
道
的
な
見
地
か
ら
、
拉
致
問

題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

考
え
る
講
演
会
が
、
十
一
月
三

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
大
学
の
教
員
や

学
生
が
「
拉
致
被
害
者
救
出
有

志
の
会
」
を
発
足
さ
せ
、
学
園
祭

平
成
十
五
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、

十
二
月
四
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
今
回
提
案

す
る
議
案
は
、
平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
流
山
市
部

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

な
ど
十
二
件
で
す
。

の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

「
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家

族
連
絡
会
」
代
表
の
横
田
滋
さ

ん
ら
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
、

拉
致
被
害
者
の
無
事
救
出
と
問

題
の
早
期
解
決
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
胸
に
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
を
付
け
た
井
崎
市
長
も
会

場
に
駆
け
つ
け
「
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
に
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
結

ん
で
、
拉
致
被
害
者
の
無
事
を

祈
り
早
期
解
決
を
呼
び
掛
け
、

現
在
建
設
中
の
「
新
ご
み
焼

却
施
設
」
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。

見
学
会
は
、
平
成
十
六
年
四

月
か
ら
の
本
格
稼
働
後
も
行
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
16
年
１
月

29
日
�
13
時
（
集
合
）
〜
15
時

30
分
▽
集
合
場
所
＝
流
山
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
下
花
輪
）

▽
定
員
＝
30
人
（
多
数
抽
選
）

▽
申
し
込
み
＝
①
ハ
ガ
キ
（
〒

２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役

所
ク
リ
ー
ン
施
設
建
設
課
）
②

電
子
メ
ー
ル（kurinshisetsu

@
city.nagareyam

a.chiba.jp

）

の
い
ず
れ
か
で
「
新
ご
み
焼
却

施
設
見
学
希
望
」、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
12
月
26
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
ク
リ
ー
ン
施
設

建
設
課
へ
※
電
話
や
重
複
申
し

込
み
不
可

□問
ク
リ
ー
ン
施
設
建
設
課
�

７
１
５
０
―

６
１
２
６

問
題
の
風
化
を
防
ぎ
た
い
」
と

提
案
。
横
田
さ
ん
は
「
ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
は
、
引
き
離
さ
れ
た
家

族
を
つ
な
ぐ
日
本
海
と
青
い

空
。
拉
致
問
題
の
風
化
を
許
さ

な
い
と
い
う
姿
勢
を
皆
さ
ん
で

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
を
受
け
、
松
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
流
山
部

会
は
、「
拉
致
問
題
は
人
権
問

題
」
と
し
て
市
役
所
に
白
い
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
募
金
箱
を

設
置
。
募
金
し
た
方
が
自
分
で

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
ツ
リ
ー
に
結

び
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
川
台
駅
前
商
店

街
振
興
組
合
で
も
、
駅
前
公
園

に
大
き
な
ツ
リ
ー
と
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
募
金

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
東
初
石

商
店
会
で
も
募
金
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

市
で
は
、
毎
週
月
曜
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
六
人

の
人
権
擁
護
委
員
が
、「
悩
み

ご
と
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
な
ど
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。□問

秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０

―

６
０
６
３

江戸川台駅（東口）前に飾られたツリー（左）とブルーリボン（右上）

月
4
日
か
ら
　
日
ま
で
は
人
権
週
間

拉
致
被
害
者
の
無
事
祈
る

江
戸
川
台
駅
前
に
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

横田滋さん（左）と井崎市長

第4回定例会
4日に開会

新 ご み
焼却施設

見
学
会
参
加
者
を
募
集

平
成
　
年
4
月
に
本
格
稼
働

流
山
発
祥
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
「
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
」。
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
ヘ
ル
ス
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
９
時
〜
12
時
▽
場
所
＝

市
民
総
合
体
育
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
の
小
学

３
〜
６
年
生
／
90
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
体
育
館
用
の
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

▽
申
し
込
み
＝
12
月
12
日
（
必
着
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
小

学
校
名
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
指
導
課
へ

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５
／
�
７
１

５
０
―

０
８
０
９

16

市議会では、きょうから定例会の会議録がホームページで閲覧できます。市議会ホームページ
アドレス http://www.city.nagareyama.chiba.jp/gikai/ □問議会事務局�７１５０－６０９９

ライトアップされたツリー

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
流
山

部
会
が
、
白
い
ツ
リ
ー
を
市
役
所
へ

12

10
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５
１
５
万
２
千
円
（
対
予
算
額

の
支
出
割
合
96
・
２
％
）
で
し

た
。前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
９
・
０
％
、
歳
出
で
10
・

８
％
の
増
加
と
な
り
、
収
支
は

11
億
６
２
３
７
万
３
千
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
が
４
０

９
億
７
７
５
２
万
５
千
円
（
対

予
算
額
の
収
入
割
合
99
・

０
％
）、
歳
出
が
３
９
８
億
１

平
成
　
年
度
決
算
の
状
況

市
の
財
政
事
情
を
公
表

問□ 財政課
�７１５０
―６０７１

一
般
会
計

市
の
財
産

特
別
会
計

市
民
の
負
担
状
況

水
道
事
業
会
計

歳
出（
支
出
）の
状
況

歳
入（
収
入
）の
状
況

預
金
な
ど
に
分
離
課
税
さ
れ

る
収
益
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
利

子
割
交
付
金
や
地
方
交
付
税

が
、
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る

市
税
収
入
は
、
景
気
低
迷
の
影

響
を
受
け
、
市
民
税
が
減
に
な

り
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
が

増
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
０
・

２
％
の
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

全
体
で
は
、
国
県
支
出
金
や

市
債
の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
33
億
８
４
５
８
万
３
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
施
設
や
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
よ
り
衛
生

費
が
66
・
６
％
の
増
、
扶
助
費

等
の
増
に
よ
り
民
生
費
が
４
・

８
％
の
増
な
ど
、
歳
出
全
体
で

前
年
度
に
比
べ
38
億
６
８
３
８

万
６
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

市
が
所
有
す
る
財
産
は
平
成

十
四
年
度
末
現
在
、
次
の
と
お

り
で
す
。

土
地
…
１
３
８
万
３
４
４

４
・
３
７
�

建
物
…
26
万
４
５
１
０
・
７

６
�基

金
…
１
２
８
億
７
０
６
８

万
４
３
４
１
円

有
価
証
券
お
よ
び
出
資
…
１

１
３
億
５
７
７
０
万
７
６
５
０

円

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
行
う
た
め
の
費
用
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
市
税
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
決
算
で
の
状

況
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
15
年
３
月
31
日
現
在
の

常
住
人
口
15
万
１
５
６
９
人
で

計
算
）

平
成
十
四
年
度
の
給
水
人
口

は
14
万
１
９
７
７
人
で
、
年
間

有
収
水
量
は
１
５
３
９
万
６
５

９
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

収
益
28
億
９
１
２
３
万
４
８

７
９
円
に
対
し
て
、
費
用
が
29

億
７
４
３
万
３
５
０
２
円
と
な

り
、
損
失
は
１
６
１
９
万
８
６

２
３
円
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
一
般
会
計
と
区
分

し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
（
表

２
参
照
）。

道 路 や 公 園 の 整 備 な ど  
図書館の建設、学校の改修工事など 
廃棄物処理施設の建設など 
市 営 住 宅 の 建 設 な ど  
市民税減税や税収の補てん 
そ の 他  
合 計

15,389,290千円 

3,212,030千円 

8,254,857千円 

750,444千円 

8,734,736千円 

1,251,143千円 

37,592,500千円 

表1 平成14年度一般会計決算

表2 平成14年度特別会計決算

■主な基金の平成14年度末現在高

■市債の内訳

平成14年度に行った主な事業

区分 用語の説明等 
収入済額 
（千円） 

前年度 

市 　 税  

地方消費
税交付金 

地方交付
税 
使用料及
び手数料

国庫支出
金 

県支出金 

繰 越 金  

市 債  

そ の 他  

合 　 計  

市民税、固定資産税、市たばこ税、都市
計画税など、市に納付された税金 

県税として徴収した租税が、地方公共
団体に交付されたもの 

市が標準的な仕事をしていくうえで必要
な経費を算出し、国から交付されたもの 

市の施設の使用料や住民票・各種証
明書などの交付手数料など 

国から支出されたお金（負担金、補助金
、委託金） 

県から支出されたお金（負担金、補助金
、委託金） 

前年度から受け入れたお金 
 

その年の収入では賄えない大きな事業を行
うため、市が国や銀行などから借りたお金 

地方譲与税、利子割交付金、自動車取得税交付
金、地方特例交付金、分担金及び負担金など 
 

19,972,601 

923,220 

3,194,834 

586,916 

2,987,770 

1,157,666 

1,645,675 

6,630,888 

3,877,955 

40,977,525

－0.2 

－11.5 

－13.7 

1.0 

36.3 

5.7 

3.1 

66.9 

13.8 

9.0

比率（％）

区分 用語の説明等 
支出済額 
（千円） 

前年度 
比率（％）

総務費 

民生費 

衛生費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

その他 

合　計 

市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍
関係事務、選挙、統計調査、広報、コミュ
ニティの推進などの経費 

福祉手当、生活保護、福祉会館、保育
所の運営などの経費 

健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処
理などの経費 

道路、公園、河川の建設や管理などの
経費 

消防・防災対策など  

小・中学校などの教育関係、文化、スポ
ーツの振興などの経費 

市債の返済に充てるもの 
 

議会費、労働費、農林水産業費、商工
費、災害復旧費、諸支出金、予備費 

3,601,211 

8,095,644 

11,124,108 

6,262,511 

1,778,902 

3,911,996 

3,576,432 

1,464,348 

39,815,152

－5.4 

4.8 

66.6 

3.7 

1.4 

4.3 

4.0 

－39.4 

10.8

会　計　名 
予算現額 
（千円） 

収入済額 
（千円） 

支出済額 
（千円） 

土地取得特別会計  

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

公共下水道特別会計 

西平井・鰭ケ崎土地区
画整理事業特別会計 

介 護 保 険 特別会計  

549,566 

9,678,459 

9,360,602 

4,080,059 

1,042,608 

4,087,841

549,565 

9,530,580 

9,209,857 

3,758,853 

872,121 

3,884,798

549,565 

9,478,646 

9,209,857 

3,529,130 

841,496 

3,882,146

※財政調整積立基金…年度間の財源の不均衡を調整するための積立金
※減　債　基　金 …市債の返済のための積立金

基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、運用したりす
るために設けられています。

財政調整積立基金……………………………………
減債基金………………………………………………
災害救助基金………………………………………………
市民病院等保健医療施設整備基金…………………
ふるさと21まちづくり基金…………………………　
国際交流基金………………………………………………　
地域福祉基金……………………………………………
廃棄物処理施設建設基金……………………………
介護保険介護給付費準備基金………………………

43億5,123万円
12億4,336万円

2,004万円
4億7,465万円
27億5,336万円

6,512万円
5億1,160万円
9億9,602万円
2億9,877万円

全庁LAN整備事業………………………………………
センター地区都市機能施設誘導方策に関する調査事業…　　
自転車駐車場施設管理事業……………………………　

国民健康保険特別会計繰出事業…………………
老人保健医療特別会計繰出事業…………………
介護保険特別会計繰出金…………………………
児童手当支給事業…………………………………
保育所（園）運営費委託事業……………………

予防接種事業………………………………………
成人老人検診事業…………………………………
リサイクル活動協力事業…………………………
ごみ焼却施設建設事業……………………………
リサイクルプラザ建設事業………………………

中小企業資金融資に関する事業…………………
商工業育成・助成事業…………………………………

西深井幹線道路新設事業…………………………
三輪野山第2土地区画整理事業助成事業…………
都市計画道路3・4・11号野々下線外1線道路改良事業…
公共下水道特別会計繰出事業……………………

消防団運営事業…………………………………………
普通消防ポンプ自動車購入事業………………………

学校建物耐震診断事業（小中学校）…………………
備品購入事業（小中学校）……………………………
私立幼稚園等補助事業……………………………
埋蔵文化財発掘調査事業…………………………

5,258万円
1,038万円
7,394万円

7億5,548万円
5億3,626万円
6億5,886万円
3億8,424万円
5億2,323万円

1億3,765万円
4億0,664万円
1億9,075万円
39億6,578万円
21億6,266万円

1億2,486万円
1,928万円

2億0,360万円
4億0,468万円
3億2,721万円
13億5,000万円

2,745万円
3,308万円

1,396万円
8,737万円

1億5,546万円
1億2,225万円

総
務
費

商
工
費

民
生
費

衛
生
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

（前年度比10.５％増） 

（前年度比0.4％減） 

［歳入］

［歳出］

（平成15年3月31日現在高）

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
市
の
財
産
、
借
り

て
い
る
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
、
財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
平
成
十
四
年
度
決
算
」
と
「
平
成

十
五
年
度
上
半
期
予
算
（
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
）
の

執
行
状
況
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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こ
と
し
六
月
、
全
国
的
に
実

施
さ
れ
た
「
水
道
週
間
」。

市
水
道
局
で
は
、
水
道
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、「
大
切
な
水
」、「
流
山

の
水
道
」
を
テ
ー
マ
に
水
道
週

間
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
の

小
・
中
学
生
な
ど
か
ら
、
ポ
ス

タ
ー
三
百
二
点
、
標
語
四
百
六

十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
た
び
、
流
山
市
水
道
事

業
運
営
審
議
会
委
員
お
よ
び
水

道
事
業
管
理
者
な
ど
十
人
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

最
優
秀
作
品（
ポ
ス
タ
ー
２
点
、

標
語
２
点
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※
優
秀
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
十

八
点
、
標
語
十
八
点
で
し
た
　

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

平成15年度予算の執行状況（平成15年9月30日現在）

松戸市・野田市との比較

［歳入］

一般会計

■市民1人当たりの納税額・使われたお金

■一般会計の歳出総額

■一般会計（歳出）の科目別構成比

 予算額(千円) 収入済額(千円) 収入割合 

市 　 　 税  

地方消費税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税  

使用料及び手数料 

国庫支出金  

県 支 出 金  

そ の 他  

19，084，432 

850，000 

900，000 

2，300，000 

573，685 

3，615，520 

1，307，360 

11，771，225

9，881，155 

681，384 

914，366 

1，647，575 

270，032 

637，237 

192，333 

4，747，881

51.8％ 

80.2％ 

101.6％ 

71.6％ 

47.1％ 

17.6％ 

14.7％

40.3％ 

（国からの恒久減税に伴う減収補てん分） 

（地方譲与税、財産収入、市債など） 

会計名  区分 予算額 収支済額 収支割合 

土 地 取 得  

特 別 会 計  

国民健康保険 

特 別 会 計  

老人保健医療 

特 別 会 計  

公共下水道 

特 別 会 計  

西平井・鰭ヶ崎
土地区画整理
事業特別会計 

介 護 保 険  

特 別 会 計  

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

528,039 

10,005,481 

9,005,935 

4,749,862 

1,644,255 

4,364,929

266,719 

266,716 

3,560,528 

4,258,122 

3,880,608 

3,842,769 

1,879,106 

1,166,418 

55,624 

197,292 

2,142,556 

1,752,805

50.5 

50.5 

35.6 

42.6 

43.1 

42.7 

39.6 

24.6 

3.4 

12.0 

49.1 

40.2

 区分 予算額 執行済額 

事業経営に
係る収支 

水道施設の
建設に係る
資本的収支 

水道事業収益 

水道事業費用 

資本的収入 

資 本 的 支 出  

3,139,011 

3,117,592 

4,379,650 

5,300,612

1,469,901 

1,438,654 

409,904 

325,555

 予算額(千円) 支出済額(千円) 支出割合 

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

そ の 他  

3，752，798 

8，360，858 

10，207，796 

6，835，091 

1，804，766 

4，187，580 

3，684，325 

1，569，008

1，724，672 

3，834，159 

1，717，773 

2，868，600 

826，330 

1，853，216 

1，799，567 

780，994

46.0％ 

45.9％ 

16.8％ 

42.0％ 

45.8％ 

44.3％ 

48.8％

49.8％ 
（議会費、労働費、商工費、予備費など） 

松　戸　市 

流　山　市 

野　田　市 

1,139億  403万円 

398億1,516万円 

299億7,949万円 

松戸市 

流山市流山市 

野田市野田市 

流山市 

野田市 

　…総務費　　　…民生費　　　…衛生費　　　…土木費 

　…教育費　　　…公債費　　　…その他 

10.8%10.8%

9.0%9.0%

14.7%14.7% 24.1%24.1% 10.9%10.9% 15.6%15.6% 13.6%13.6% 10.6%10.6% 10.5%10.5%

20.3%20.3% 27.9%27.9% 15.7%15.7% 9.8%9.8% 9.0%9.0% 8.3%8.3%

24.9%24.9% 13.1%13.1% 14.4% 14.4% 11.9% 11.9% 17.1%17.1% 7.8%7.8%10.8%

9.0%

14.7% 24.1% 10.9% 15.6% 13.6% 10.6% 10.5%

20.3% 27.9% 15.7% 9.8% 9.0% 8.3%

24.9% 13.1% 14.4% 11.9% 17.1% 7.8%

納税額（A） 使われたお金（B）  

松　戸　市 

流　山　市 

野　田　市 

139,558円 

131,772円 

149,652円 

244,583円 

262,687円 

248,927円 

57.1% 

50.2% 

60.1%

（A） 
（B） 

予 算 額 40,402,222千円
収入済額　　　　18,971,963千円
収入割合（対予算比） 47.0％

［歳出］
予 算 額 40,402,222千円
支出済額　　　　15,405,311千円
支出割合（対予算比） 38.1％

※地方特例交付金の収入割合が100％を超えた理由は、当
初予算計上時に確実に歳入される数字として9億円を見
込んだが、実際に交付された額がそれを上回ったため
※国庫支出金、県支出金の収入割合が低い理由は、国庫支
出金は来年の3月（年度末）に納入され、県支出金は来
年5月（出納整理期間）に納入されるため

※衛生費の支出割合が低い理由は、主にごみ焼却施設経
費であり、その工事が完成していないことから支払いが
行われていないため

※本市は、ごみ焼却施設やリサイクルプラザの建設により衛生費が高い割
合を示しています

※納税額と使われたお金との差額は、国の補助金や市債などで賄われてい
ます

※平成15年9月末現在の給水人口14万2,135人、給水普及率
94.05パーセント　
※有収水量（料金収入のあった水量）は7,583,784�、有収
率93.27パーセント

衆議院小選挙区選出議員候補者別得票数
（届出順）

福
祉
施
策
審
議
会
と
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

公
募
の
委
員
を
委
嘱

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

【
標
語
の
部
】

土地 家屋 基金等 

平成15年 

平成14年 

平成13年 

1,372,063��

1,380,510��

1,362,286��

264,279��

249,892��

250,363��

26,064,668千円 

26,783,045千円 

26,571,528千円 

9月30日 
現在 （　　　　） 

（　　　　） 〃 
（　　　　） 〃 

※平成15年と平成14年で基金等が7億円減になった理由
基金の取り崩しに関わるが、主にごみ焼却施設の建設費
に充てるため、廃棄物処理施設建設基金を取り崩したため

市
で
は
、「
福
祉
施
策
審
議

会
委
員
」
並
び
に
「
下
水
道
事

業
運
営
審
議
会
委
員
」
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
福
祉
施
策
審
議

会
委
員
に
六
人
、
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員
に
三
人
の
応

募
が
あ
り
、
市
の
選
考
委
員
会

に
よ
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
各
二
人
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

委
嘱
委
員
の
氏
名
等
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。〈

順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
福
祉
施
策
審
議
会
委
員
】

▽
氏
名
（
年
齢
）
／
住
所
／

略
歴
＝
①
藤
田
吉
彦
（
67
）
／

松
ケ
丘
5
丁
目
／
元
会
社
員
②

近
藤
規
子
（
56
）
／
こ
う
の
す

台
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
９

【
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員
】

▽
氏
名
（
年
齢
）
／
住
所
／

略
歴
＝
①
金
子
義
夫
（
69
）
／

宮
園
3
丁
目
／
元
公
務
員
②
荒

井
久
雄
（
60
）
／
東
深
井
／
会

社
員□問

下
水
道
業
務
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
６ 衆

議
院
議
員
総
選
挙
終
わ
る

本
市
の
投
票
率
は

.

％

59

21

「
第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
」
が
十
一
月
九
日
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
も
市
内
三
十
九
カ
所

の
投
票
所
で
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
投
票
が
行
わ

れ
、
午
後
九
時
か
ら
市
民
総
合

体
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し

た
。本

市
の
当
日
有
権
者
数
（
小

選
挙
区
選
出
）
は
、
十
二
万
二

千
四
百
二
十
九
人
（
男
六
万
五

百
二
十
一
人
、
女
六
万
一
千
九

百
八
人
）。
こ
れ
に
対
し
て
投

票
者
数
は
、
七
万
二
千
四
百
九

十
三
人
（
男
三
万
六
千
六
十
四

人
、
女
三
万
六
千
四
百
二
十
九

人
）
で
、
投
票
率
は
五
十
九
・

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
比
例
代
表

選
出
の
投
票
者
数
・
投
票
率
も

ほ
ぼ
同
数
）。

平
成
十
二
年
に
行
わ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
（
小
選
挙
区

選
出
）
の
本
市
の
投
票
率
六
十

一
・
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
県
全
体
の
投
票

率
五
十
六
・
八
二
パ
ー
セ
ン
ト

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
市
内
三
十
九
カ
所
の
投
票

所
別
投
票
率（
小
選
挙
区
選
出
）

を
み
る
と
、
最
高
が
第
七
投
票

所
（
宮
園
自
治
会
館
）
の
六
十

八
・
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低

が
第
十
八
投
票
所
（
駒
木
青
年

館
）
の
五
十
一
・
二
二
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。

即
日
行
わ
れ
た
開
票
の
結

果
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議

員
に
、
市
内
在
住
の
内
山
晃
氏

（
四
九
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

本
市
の
投
票
率
は
、
五
十
七
・

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

な
お
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
の
候
補
者
別
得
票

数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

党　派 候補者氏名 得票数 

民　主　党 

自由民主党 

日本共産党 

 

内 山  　晃 

松 本 和 巳 

渡 部 隆 夫 

宮岡 進一郎 

35,645票 

27,548票 

5,909票 

1,401票 

水道週間啓発
ポスター・標語

最優秀作品決まる

み
ん
な
の
水
道
　
大
切
に

五
百
田
慎
（
新
川
小
五
年
）

節
水
を
心
が
け
よ
う

平
沼
史
織（
常
盤
松
中
一
年
）

五
百
田
慎
さ
ん
の
作
品

平
沼
史
織
さ
ん
の
作
品

考
え
よ
う

そ
の
一
滴
の
　
大
切
さ

中
水
有
加
（
新
川
小
六
年
）

大
切
に
　

み
ん
な
で
使
う
　
水
道
水

岡
田
詩
織（
常
盤
松
中
一
年
）

□問
水
道
局
庶
務
課
�
７
１
５

９
―

５
３
１
５

（ ）※表中の松戸市・野田市の数値は、「広報まつど
（平成15年11月5日号）」および「のだ市報（平成15
年11月1日号）」を参考に引用

（単位：千円、％）

（単位：千円）

※千円単位を切り上げ

平成14年度決算

特 別 会 計

水道事業会計

市有財産の状況
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平成15年 1 2月１日（月曜日） （４）

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
を
対
象
に

「
児
童
手
当
」
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
申
請
の
な
い

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
次
の
方
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
出
生
届
を
流
山
市

以
外
に
提
出
し
て
い
る
方
は
、

来
春
、
高
校
ま
た
は
専
修
学

校
（
高
等
課
程
に
限
る
）
へ
の

入
学
を
希
望
し
て
い
る
が
、
入

学
準
備
金
の
確
保
が
困
難
な
保

護
者
の
た
め
に
、
市
で
は
入
学

準
備
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け

ま
す
。
対
象
は
、
①
市
内
に
住

ん
で
い
る
②
入
学
準
備
金
の
確

保
が
困
難
（
た
だ
し
、
年
収
等

が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
）
で
あ

市
で
は
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
っ
て

診
前
に
必
ず
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
③
接
種
前

に
必
ず
医
療
機
関
に
あ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
説
明
書
を
読

み
、
副
反
応
等
を
理
解
し
て
か

ら
受
け
て
く
だ
さ
い

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

４
―

０
３
３
１

る
③
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で

い
る
連
帯
保
証
人
が
い
る

―
の
三
点
を
満
た
し
て
い

る
方
で
す
。
貸
し
付
け
金
額

（
募
集
人
数
）
は
、
公
立
高
校

等
が
十
万
円
以
内
（
五
人
程

度
）、
私
立
高
校
等
が
四
十
万

円
以
内
（
三
人
程
度
）
で
す
。

償
還
は
、
修
業
年
限
が
終
了

し
た
月
の
翌
月
か
ら
三
年
以
内

に
割
賦
ま
た
は
一
括
に
よ
り
全

額
償
還
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
平
成
十
六
年

一
月
五
日
か
ら
一
月
三
十
日
ま

で
教
育
総
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
。□問

教
育
総
務
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
３

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
）。

①
出
生
な
ど
に
よ
り
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
の
養
育
を
始

め
た
方
②
本
市
に
転
入
し
、
前

住
所
地
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方

―
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限

（
下
表
参
照
）
に
よ
り
児
童
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る

方
で
も
①
出
生
な
ど
で
養
育
す

る
児
童
が
増
え
た
と
き
②
児
童

を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
③

退
職
等
に
よ
り
厚
生
年
金
等
か

ら
国
民
年
金
に
変
わ
っ
た
と
き

―
な
ど
の
場
合
は
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。こ

れ
ま
で
、
所
得
が
限
度
額

を
超
過
し
、
手
当
が
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
方
で
も
、
新
年
度
は

所
得
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
と
き
は
、
五
月
一
日
以
降

今
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
、「
流
山
市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
に
関
す
る
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
と
し
七
月
に
「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
制
定

さ
れ
、
市
町
村
に
地
域
行
動
計

画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
平
成
十

六
年
度
中
に
流
山
市
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
お

よ
び
小
学
生
を
持
つ
親
そ
れ
ぞ

れ
千
二
百
人
、中
学
生
六
百
人
、

二
十
歳
代
の
未
婚
男
女
千
人
を

対
象
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
、
市
や

国
・
県
の
次
世
代
育
成
支
援
施

策
の
検
討
の
み
に
利
用
し
、
回

答
内
容
が
漏
れ
た
り
、
ほ
か
の

目
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
今

月
十
一
日
か
ら
市
役
所
と
市
内

四
会
場
で
、
納
付
相
談
会
（
左

表
参
照
）
を
開
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
と
、
短
期
間
し
か
使
え

な
い
被
保
険
者
証
や
保
険
診
療

費
の
自
己
負
担
が
十
割
の
被
保

険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

診
療
費
の
全
額
を
医
療
機
関
の

窓
口
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
、
高
額
療
養
費
な

ど
の
給
付
金
も
一
時
差
し
止
め

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
つ
い
、

ま
せ
ん
。

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の

対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
重
要

な
調
査
で
す
。
対
象
と
な
る
方

（
中
学
生
を
除
く
）
に
は
、
調

査
表
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課
保
健
福
祉
総

合
対
策
室
�
７
１
５
０
―

６
０

７
９

（
児
童
手
当
は
毎
年
五
月
一
日

の
申
請
か
ら
新
し
い
年
度
に
な

り
ま
す
）、
新
た
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
児
童
手
当
は
、
申

請
月
の
翌
月
か
ら
対
象
と
な
り

ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
２

国民健康
保険料

高校入学準備金を
無利子で貸し付け
来年1月5日から
受け付け

次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画

の
調
査
に
協
力
を

対
象
は
中
学
生
　
４
０
０
０
人

今
月
11
日
か
ら
納
付
相
談
会

市
役
所
　
５
会
場
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
を

高
齢
者
は
予
防
接
種
で
抵
抗
力

家族そろって来場を

流
山
市
民
芸
術
劇
場
で
は
、

平
成
十
六
年
一
月
三
十
一
日
に

文
化
会
館
で
、
家
族
で
楽
し
め

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ル
プ
ス

の
少
女
ハ
イ
ジ
」（
劇
団
東
少
）

を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
16
年
１
月
31

日
�
13
時
30
分
（
開
演
）
〜
▽

場
所
＝
文
化
会
館

【
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
】

▽
期
間
＝
12
月
７
日
�
〜

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
▽
場

所
＝
文
化
会
館
、
各
公
民
館
・

南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
月
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
９
時
〜

16
時
30
分
）、
イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店
内
）、
読
売
新

聞
�
青
木
新
聞
店
Ｙ
Ｃ
初
石
、

朝
日
新
聞
�
ア
ー
ツ
Ａ
Ｓ
Ａ
江

戸
川
台
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
Ｐ

コ
ー
ド
３
５
０
―

３
２
４
）
▽

料
金
＝
１
５
０
０
円
（
全
席
指

定
）
※
団
体
割
引
（
20
人
以
上
）

は
生
涯
学
習
課
に
申
し
込
み
を

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
６

障
害
者
の
有
料
道
路
割
引
制
度

き
ょ
う
1
日
か
ら
改
正
に

き
ょ
う
一
日
か
ら
、
高
速
道

路
な
ど
の
障
害
者
割
引
制
度
が

次
の
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま

す
。①

割
引
証
に
よ
る
利
用
か

ら
、
証
明
を
受
け
た
障
害
者
手

帳
を
料
金
所
で
提
示
す
る
方
法

に
変
わ
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
の
市
税
を
滞
納
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
十
二
月
十
三

〜
17
時
）
を
開
設
し
、
納
税
の

受
け
付
け
や
相
談
を
行
い
ま

す
。な

お
、
納
税
相
談
は
常
時
受

償
却
資
産
の
申
告
書
を
今
月

十
日
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象
は
、事
業
所
の
構
築
物
、

月
二
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
い

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
税
制
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
２

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

③
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
代
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

変
更
等
の
手
続
き
は
、
き
ょ

う
一
日
か
ら
市
役
所
障
害
者
支

援
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
「
障

害
者
有
料
道
路
通
行
料
割
引
証
」

は
平
成
十
六
年
五
月
末
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
が
、
必
ず
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
制
度
の
内
容
や
手
続

き
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
細

は
障
害
者
支
援
課
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
同
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。□問

障
害
者
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
１

���������
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���������
���������
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12月13日・21日 
 市・県民税　   の 
　　休日滞納整理 

な 　 ど 

納税・相談の 
　　　窓口も開設 

償
却
資
産
の
申
告
書

今
月
10
日
に
郵
送

な
ど

な
ど

□問清掃事務所�７１５７－７４１１

　所得額＝年間収入金額（平成１４年分）－必要経費－８０，０００
円（社会保険料等共通控除）－　その他の諸控除 
　※児童手当所得制限限度額は、法令の改正により変更される
ことがあります 
　※特例給付所得制限限度額とは、所得制限限度額を超過さ
れている場合で厚生年金等に加入されている方が適用となりま
す 
　※所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶
養親族がある者についての限度額（所得ベース）は、上記の額
に当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万
円を加算した額 

扶養親族等の数 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

所得制限限度額 特例給付所得制限限度額 
3，０1０，０００円 ４，６００，０００円 
3，３９０，０００円 ４，９８０，０００円 
3，７７０，０００円 ５，３６０，０００円 
４，１５０，０００円 ５，７４０，０００円 
４，５３０，０００円 ６，１２０，０００円 
４，９１０，０００円 ６，５００，０００円 
５，２９０，０００円 ６，８８０，０００円 
５，６７０，０００円 ７，２６０，０００円 
６，０５０，０００円 ７，６４０，０００円 

　平成１５年度児童手当所得制限限度額表 

コ ー ス  
【1日目】 

 
【2日目】 

 
 
 

【3日目】 
 

 
定 　 　 員  
締 め 切 り  
企 　 　 画  
後 　 　 援  
主 　 　 催  
申 し 込 み  

問い合わせ 

 
羽田空港（8時15分集合）― 千歳空港―旭川（雪
の美術館）―白金温泉（大雪山白金観光ホテル泊） 
白金温泉―上富良野（後藤純男美術館、後藤画
伯との昼食）―札幌（時計台、道庁旧本庁舎、
大通公園のホワイトイルミネーション、札幌エ
クセルホテル東急泊） 
札幌（道立近代美術館）―小樽（昼食※カニ食
べ放題、自由見学※石原裕次郎記念館（有料）
など）―千歳空港―羽田空港（18時30分着） 
30人（最小催行人員） 
12月15日�※定員になり次第締め切り 
緑の杜の美術館設立準備委員会 
流山市教育委員会、流山市観光協会 
毎日新聞旅行（国土交通大臣登録旅行業第1280号）
電話で毎日新聞旅行へ 

毎日新聞旅行 
� 03－3216－5341  
緑の杜の美術館設立準備委員会 
� 090－8746－8425

生まれ変わる芸術文化都市流山 

第１回  北海道 後藤純男美術館 研修ツアー 
　緑の杜の美術館設立準備委員会では、市内在住で独自の美
術館を開設されている日本画家・後藤純男さんの絵画に親し
んでもらうおうと、北海道　後藤純男美術館　研修ツアーを
企画しました。お誘い合わせのうえ、ご参加ください。 

料　金　大人１人 49 ,800円（朝２食・昼３食・夜１食付き） 
 

行　程　12月23日�～25日� ※2泊3日 
※2～3人1室は2,000～4,000円増し 

や布類は、ボ
り刻み、燃や
ださい

④汚れた紙や濡れた紙類は、切り刻
むか丸めて生ごみと一緒に燃やすご
みとして出してください

⑤ごみ収集曜日の見方で、「毎月第1、
第2」とある曜日は、該当する月の
何回目の曜日として見てください

1月31日 
芸術劇場 



市
で
は

高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
っ
て

い
ま
す
。

体
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ

し
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
予
防
接
種
を
受
け
、
抵
抗

力
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
実
施
期
間
＝
平
成
16
年
１

月
31
日
ま
で
▽
実
施
場
所
＝
市

内
契
約
医
療
機
関
▽
対
象
＝
接

種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
市
民

（
た
だ
し
、
60
歳
〜
64
歳
の
方

で
、
心
臓
、
腎
臓
等
に
重
い
障

害
の
あ
る
方
は
対
象
に
な
る
場

合
あ
り
）
▽
費
用
＝
１
２
１
０

円
（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は

免
除
）
▽
申
し
込
み
＝
市
内
契

約
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
証
明

す
る
健
康
保
険
証
等
の
提
示
が

必
要
）
▽
注
意
事
項
＝
①
本
人

が
接
種
を
希
望
す
る
意
思
表
示

の
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
②
受

診
前
に
必
ず
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
③
接
種
前

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
12
月
１

日
�
・
４
日
�
／
保
健
セ
ン
タ

ー
②
12
月
３
日
�
／
南
流
山
セ

ン
タ
ー
▽
受
付
時
間
＝
い
ず
れ

も
13
時
15
分
〜
14
時
15
分
（
接

種
開
始
は
13
時
30
分
か
ら
）
▽

対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜
７
歳
半

「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ

っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
き
ょ
う
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
全
国
一
斉

に
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

千
葉
県
共
同
募
金
会
流
山
市

支
会
で
は
、
自
治
会
や
関
係
機

関
の
協
力
で
募
金
活
動
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
心
温
ま

る
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
千
葉
県
共
同
募
金
会
流
山
市

支
会
�
７
１
５
９
―

４
７
３
５

未
満
児
▽
申
し
込
み
＝
母
子
健

康
手
帳
、
予
診
票
を
持
参
し
、

当
日
直
接
会
場
へ
※
体
調
が
悪

い
場
合
に
は
、
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け

て
く
だ
さ
い

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

４
―

０
３
３
１

４

０
３
３
１

費
の
自
己
負
担
が
十
割
の
被
保

険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

資
格
証
明
書
で
は
、
保
険
診
療

方
は

必
ず
納
付
相
談
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
つ
い
、

う
っ
か
り
」
の
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
た
め
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
７

（５） 第１０５５号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

療育相談室（つばさ学園内） 

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

消 費 生 活 相 談  

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～15：0016日 

10：00～15：0012日 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

療育相談室 

年 金 相 談  

�7154-4844

療育相談室 
�7154-4844

�7144-7545

社会福祉協議会 

指導課 

流山断酒新生会 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　 13：00～15：40

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

※23日・25日を除く。要電話予約 

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約  

13：00～16：00毎月第４水曜 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

南 流 山 セ ン タ ー  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

毎月第3月曜 〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

ハローベイビー 

妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母
子健康手帳、筆記用具を持参。運動し
やすい服装で※12日からの参加者は5日
までに申し込みを 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　 ９：00～17：00

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

13：00～16：30毎月第３水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

※要電話予約 

保健センター 
5日・12日・19日・22日 
　　　12：30～12：50
※12日は9：45～10：00

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週月曜 

カムカム 
平成14年11月～平成15年2月生まれの乳児対象。
子どもの歯と食生活について。歯ブラシ、おしぼ
りを持参。定員15組※先着順・要予約 キッズ 11日　  9：45～10：00 南流山福祉会館 

もぐもぐ教室 
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手
帳、器とスプーンを持参。定員20人※
先着順・要予約 

17日　 10：15～10：30 保健センター 

18日　 10：15～10：30 東 部 公 民 館  

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

15日・16日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成15年8月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

9日・10日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成14年5月生まれの幼児対象 

2日・3日　12：45～13：45 保健センター 3歳児健康診査 平成12年9月生まれの幼児対象 

乳幼児健康相談 19日　13：00～14：00 保健センター 発育などに心配のある乳幼児対象。母子健康手帳を持参※要予約 

4日　  9：30～10：30 保健センター 育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
1日・8日・25日 
※時間は申し込み者に
個人通知 

保健センター 
2歳2カ月児対象（25日は1・2回参加済みの
幼児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを 

食 事 相 談  保健センター 生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者に
個人通知 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の
相談など。健康手帳・検診記録カードを持っ
ている方は持参 

成人健康相談 

保健センター  4日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  11日　  9：30～11：30
南流山センター 12日　  9：30～11：30
江戸川台福祉会館 18日　  9：30～11：30

リハビリ教室 
1日・8日・15日 

3日・10日・17日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター 

保健センター 

疾病、加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、
日常生活動作訓練等を実施※事前に問い
合わせを 

月曜コース 

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が
届かない場合は保健センターへ問い合わせを 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

10：00～15：00

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

今月は開催しません 

未熟児等発達相談 25日 
未熟児等発達の遅れが心配
な乳幼児対象。要予約。詳細
は柏保健所へ問い合わせを 

精神障害または疑いな
どで悩んでいる本人、家
族の方対象。要予約 

心の健康相談 女性クリニック相談 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

5日 
8日 
17日 
22日 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談 

9日 
16日 
 

1日 
15日 

アルコール問題を抱えてい
る本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

思春期、人工妊娠中絶、不
妊、乳がん、子宮がん、更
年期障害の相談※要予約 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内科、

小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は11時

30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で

診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を

□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

期　　日 会　　場 時　　間 

12月11日��北部公民館 

12月12日��初石公民館 

12月16日	�南流山センター 

12月17日��東部公民館 

12月14日��市役所 9時～16時30分 

13時30分～ 

　　16時30分 

　 

　納付相談会日程 

　※日程が合わない方は国保年金課へ相談を 

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種

接
種
は
体
調
の
良
い
と
き
に

12月１日～31日 

皆さんの善意を 
お待ちしています 

きょう１日から流山市
クリーンセンターごみ焼
却施設（案内図参照）の
試運転に伴い、家庭など
から出される一般廃棄物
の搬入が、清掃事務所か
らクリーンセンターに変
更となります。また、こ
れに伴い清掃事務所の電
話番号が変わりましたの
でご注意ください。

［清掃事務所電話番号］
旧）7 1 5 4 － 5 5 0 1

↓

新）7157 －7 4 1 1

□問清掃事務所� 7 1 5 7 － 7 4 1 1

税
な
ど
の
市
税
を
滞
納
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
十
二
月
十
三

日
�
と
二
十
一
日
�
の
二
日

間
、
世
帯
訪
問
と
電
話
催
告
に

よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
両
日
は
市
役
所
税
制

課
に
臨
時
の
納
税
窓
口
（
９
時

十
日
に
郵
送
し
ま
す

対
象
は
、事
業
所
の
構
築
物
、

機
械
、
工
具
、
備
品
な
ど
を
所

有
す
る
個
人
経
営
者
や
法
人
で

す
。
申
告
書
に
平
成
十
六
年
一

月
一
日
現
在
の
償
却
資
産
の
状

況
を
記
入
し
、
平
成
十
六
年
二

さ
いな

お
、
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
や
不
明
な
点
な
ど
は
、
資

産
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

ごみの搬入はクリーンセンターへ

大掃除はお早めに！
年末は家庭から出るごみの量が増えますので、

大掃除は早めに行い、ごみは数回に分けて集積所
に出してください。また、粗大ごみが出た場合は、
早めに引き取りを依頼するか、各自リサイクルプ
ラザで粗大ごみ処理券を購入し、クリーンセンタ

ーに搬入して
ください。ご
不便をお掛け
しますが、ご
協力をお願い
します。
なお、年末

年始のごみ収
集は、左表の
とおり。

県道守谷・流山線 

常磐
自動
車道
 

江戸
川橋
 

県道柏・
流山線

 

県
道
松
戸
・
野
田
線 

流
山
駅 

平
和
台
駅 

総
武
流
山
電
鉄 

至
柏 

至
松
戸 

至
野
田 

東
武
野
田
線 

松
戸
野
田
有
料
道
路 

初
石
駅 

流
山
IC
 

江
戸
川 

5

47

5

278

N

流山市 
クリーンセンター 

案内図 

流山市役所 

業務区分 

２７日�� 平常業務 

２8日�� 休　　業 

２9日�� 平常業務 

30日	� 平常業務 

31日�� 特別収集 

1日��
2日��
3日��
4日��
5日�� 平常業務 

期　　日 

休　　業 
１月 

１２月 

ごみの出し方注意点

※年末年始の業務について
は事前に問い合わせを

①プラスチック類とペットボトルを出すとき
は、袋の中に生ごみ・金属類を入れると処理機
械が壊れますので、絶対に混ぜないでください

②生ごみが付いた洗えないプラスチック、汚れた洗えない
びん・缶類（不燃系資源ごみ）は、袋に×と表記し、燃や
さないごみの収集日に出してください

③再利用できない洋服や布類
タンや金具をはずし切り刻み
すごみとして出してください
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★
親
子
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

（
ワ
ー
ド
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
）

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
９
時

〜
12
時
▽
場
所
＝
八
木
中
学
校

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
／
15
組

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
児
童
と
保
護
者
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
、
電
話
番

号
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
、
12
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
指
導
課
へ

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
５

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料

理
講
座

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
10
時

〜
13
時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
に
役
立

つ
料
理
作
り
▽
参
加
費
＝
７
０

０
円
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
12
月
５

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
／

�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

★
聴
力
障
害
者
の
た
め
の
日

曜
教
室

▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
13
時

〜
15
時
▽
場
所
＝
東
葛
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害
者

と
そ
の
家
族
／
17
人（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

年
賀
状
の
作
成
▽
参
加
費
＝
無

料
（
ハ
ガ
キ
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
な
ど
自
己
負
担
）
▽
申

し
込
み
＝
12
月
10
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
／

�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

★
勾
玉
づ
く
り
教
室

▽
日
時
＝
12
月
13
日
�
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
中

央
図
書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
12
月
２
日
か
ら

電
話
で
市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９

―

３
４
３
４

人
権
週
間
記
念
講
演
会

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
13
時

30
分
（
開
演
）
〜
▽
場
所
＝
野

田
市
文
化
会
館
▽
テ
ー
マ
＝
み

ん
な
ち
が
っ
て
　
み
ん
な
い
い

―
自
分
の
存
在
が
他
の
人
の
喜

び
に
つ
な
が
る
―
▽
講
師
＝
丸

山
浩
路
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ

ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

□問
野
田
市
人
権
施
策
推
進
課

�
７
１
２
５
―

１
１
１
１

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
経
済
計
画
講
座
」

▽
日
時
＝
平
成
16
年
２
月
22

日
�
10
時
〜
15
時
▽
場
所
＝
県

教
育
会
館
（
千
葉
市
）
▽
対

象
／
定
員
＝
お
お
む
ね
40
歳
以

上
の
方
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

▽
テ
ー
マ
＝
資
産
運
用
と
円
満

相
続
の
し
か
た
▽
講
師
＝
茂
木

一
晃
さ
ん
（
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
�
千
葉
県
福
祉
ふ

れ
あ
い
財
団
長
寿
課
へ

□問
�
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い

財
団
長
寿
課
�
０
４
３
―

２
２

１
―

７
４
４
８

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
12
月
17
日
�
15
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館

▽
内
容
＝
人
形
劇
「
さ
る
か
に

か
っ
せ
ん
」
ほ
か
▽
出
演
＝
人

形
劇
団
タ
ッ
プ
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６

★
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
会
ス
ペ

シ
ャ
ル

▽
日
程
＝
①
12
月
６
日
�
②

12
月
20
日
�
い
ず
れ
も
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
①
森
の
図
書
館

②
中
央
図
書
館
▽
内
容
＝
流
山

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
栞
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
素
ば
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６
／
森
の
図
書
館
�

７
１
５
２
―

３
２
０
０

第
９
回
オ
セ
ロ
大
会
・
南
部

地
区
予
選
（
流
山
市
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
９
時

〜
12
時
（
９
時
20
分
ま
で
受
け

付
け
）
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
流
山
・

流
山
北
・
鰭
ケ
崎
・
南
流
山
小

学
校
区
の
小
学
１
〜
６
年
生
／

各
学
年
８
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
学
年
ご
と
に
対
戦
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
２
日

か
ら
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
７

★
臨
時
職
員
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
窓
口
事
務
お

よ
び
一
般
事
務
補
助
▽
場
所
＝

市
内
の
公
民
館
（
５
カ
所
）
▽

勤
務
期
間
＝
平
成
16
年
４
月
１

日
〜
９
月
30
日
（
１
カ
月
当
た

り
14
日
以
内
の
勤
務
）
▽
勤
務

時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
▽
賃

金
＝
時
給
７
７
０
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）
▽
応
募
資
格
＝
25

歳
〜
60
歳
の
方
▽
応
募
方
法
＝

12
月
20
日
ま
で
に
履
歴
書
を
人

事
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒

２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
人
事
課
）
▽
選
考
方
法
＝
書

類
審
査
お
よ
び
面
接
（
採
用
通

知
は
採
用
者
の
み
連
絡
）

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６

０
６
８

★
第
４
回
公
民
館
運
営
審
議

会
▽
日
時
＝
12
月
11
日
�
９
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

内
容
＝
中
高
年
者
の
学
習
を
支

援
す
る
公
民
館
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４
６
２

★
野
焼
き
の
禁
止
に
ご
協
力

を
法
で
定
め
る
構
造
の
焼
却
設

備
を
使
わ
ず
に
、
木
く
ず
、
紙

く
ず
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
廃
棄
物
を
屋
外
で
燃
や
す
こ

と
は
、
法
律
で
禁
止
（
一
部
を

★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒木台児童館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４
野々下児童センター
�７１４５－９５００
赤城児童センター
�７１５８－４５４５

お正月飾り作り
ドッジボール大会

12／19 �
12／24 �

クリスマス会
お正月リース作り

12／ 8 �
12／20 �

キャンドル作り
親子お正月飾り作り

ドッジボール大会
しめなわ飾り作り

12／18 �
12／26 �

わんぱく探検隊
親子しめなわ作り

12／20 �
12／22 �

お楽しみビンゴ大会12／27 �

クリスマスツリー作り
親子お正月飾り作り

12／13 �
12／20 �

12／18 �
12／26 �

子育て支援センターゆうゆう
�７１４４－７９２６ 青空集会｝

12／ 3 �
12／10 �
12／17 �

除
く
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
害

物
質
の
発
生
に
よ
る
健
康
被
害

や
煙
、
臭
い
の
発
生
は
、
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。□問

環
境
保
全
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
３

★
公
園
野
球
場
の
閉
鎖

十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期

間
、
芝
の
養
生
の
た
め
、
総
合

運
動
公
園
野
球
場
を
閉
鎖
し
ま

す
。□問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１

５
９
―

１
２
１
２

窒
素
酸
化
物
の
排
出
抑
制
に

ご
協
力
を

冬
は
、
空
気
が
よ
ど
み
や
す

く
、
一
年
の
中
で
最
も
大
気
汚

染
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
自
動
車
の
使
用
を
自
粛
し

た
り
、
家
庭
用
暖
房
器
を
適
切

な
温
度
に
設
定
す
る
な
ど
、
窒

素
酸
化
物
の
排
出
抑
制
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

□問
県
大
気
保
全
課
�
０
４
３

―

２
２
３
―

３
８
０
４

そ
の
他

資
格
・
求
人

【流山市文化協会写真部作品展　1日�～19日�】
流山市文化協会写真部による作品を展示します。

市民ギャラリー 今月の展示

日時・会場・ 
申込先電話番号 

課題・内容 講　師 

12月13日� 
１０時～１2時 
初石公民館 
�７１５４－９１０１ 

親子で歩く 
　　　オオタカの森 
～冬の自然散策～ 

音楽に親しむ 
～親子で聴く楽しい 
　　　　コンサート～ 

親子で楽しむうきうき 
ライブコンサート 

ふれあいコンサート 
～家庭と、学校と、 
　　　　　地域と～ 

流山市音楽家協会 
　代表　 
　熊坂　牧子さん 
 

「そねそねくらぶ」 
　曽根　充さん 
　曽根　あきこさん 
　曽根　麻央さん 
 

南部中学校、 
流山小学校、 
流山北小学校の 
子どもたち 

環境フォーラム流山 
　代表　 
　恵良　好敏さん 
 

12月13日� 
１０時～１1時30分 
東部公民館 
�７１44－2988  

12月6日� 
１０時～１２時 
北部公民館 
�７１５3－0567  

12月6日� 
１０時～１２時 
文化会館 
�７１５8－3462  

親子で楽しむ 
　　　　クリスマス 
～ハッピーな午後の 
　　　　　ひととき～ 

流山市音楽家協会 
　代表　 
　熊坂　牧子さん 
 

12月6日� 
１4時～１5時30分 
南流山センター 
�７１５9－4511  

12月の家庭教育講座 
　どなたでも、お気軽に参加いただける講座です。 
　なお、受講中の保育（２歳～就学前児）を希望の
方は、講座日の10日前までに申し込みを（先着10人）。
　詳細は各会場へ問い合わせを 

「障害者の日」展示会…今月５日から１１日まで、市役所市民ギャラリーで、障害者団体など
の事業や活動を紹介したパネル展を開催します□問障害者支援課�７１５０－６０８１

このコーナーは、近くのまちで行
われる催し物の情報を皆さんにお知
らせするため、毎月掲載しています。
近くまで出かけたときなどに「ぶら
っ」と立ち寄ってみてはいかがですか。

柏 　 　 　 市

Ｎ響室内楽の楽しみ方
▽日時＝12月7日�14時（開演）～▽場所＝野田市文
化会館▽入場料＝S席2,800円、A席1,800円▽内容＝
NHK交響楽団メンバーによる弦楽四重奏団コンサート
▽チケット販売場所＝野田市文化会館ほか
□問野田市文化会館�７１２４－１５５５

野 　 田 　 市

1867年パリ万国博覧会と徳川使節団
▽日時＝12月20日�～平成16年4月4日�9時30分～16
時30分▽場所＝松戸市戸定歴史館▽内容＝戸定歴史館が
所蔵するパリ万国博関係資料を展示▽入館料＝一般150
円、高校・大学生100円、小・中学生50円
□問松戸市戸定歴史館�０４７－３６２－２０５０

松 　 戸 　 市

新春アミュゼ寄席
▽日時＝平成16年1月23日�6時30分～▽場所＝アミュ
ゼ柏▽出演＝三遊亭楽太郎、古今亭志ん輔、柳貴家小雪、
柳家小太郎ほか▽入場料＝一般3,500円、65歳以上3,000
円▽チケット販売場所＝柏市文化課
□問柏市文化課�７１６７－１４９４

施
策
会
議
傍聴可

【子育てサロン】▽内容／期日／参加費＝①松ぼっくりでツリーをつ
くろう／12月5日�／100円②人形劇「わたしのワンピース」と親子でつ
くろうお正月／12月12日�／150円③わらべうたの集い／12月19日�／
無料※時間、場所はいずれも10時30分～11時30分、文化会館。先着20組。
申し込みは電話またはファックスで文化会館へ
【ひだまりルーム】▽日程＝12月2日・9日・16日の火曜10時～11時30
分▽場所＝文化会館▽内容＝保育ボランティアグループ「ひだまり」の
メンバーとの自由なおしゃべりと遊びなど▽参加費＝無料▽申し込み＝
当日直接会場へ
□問 文化会館�７１５８－３４６２／�７１５８－３４４２
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※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

何
も
な
き
も
の
と
知
り
つ
つ
ポ
ケ
ッ
ト
の
指
先
む
な
し
師
走
の
街
に

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

流
れ
く
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
聞
き
つ
つ
演
歌
と
は
和
服
の
味
よ
膾
を
刻
む

富
士
見
台
　
高
橋
　
レ
イ

奥
多
摩
の
川
面
に
映
え
る
紅
葉
を
し
ば
し
見
と
れ
つ
つ
煩
悩
忘
る

西
　
平
　
井
　
白
坂
　
京
子

【
評
】
岡
田
氏
　
歌
い
出
し
、「
何
も
な
き
か
ら
四
句
の
指
先
む
な
し
」
ポ
ケ
ッ
ト
へ
の
期
待

は
強
い
哀
音
で
あ
り
、
師
走
の
街
の
ざ
わ
め
き
と
孤
愁
、
悲
喜
こ
も
ご
も
と
か
ら
み
合
い
、
四

句
の
休
止
が
動
作
の
区
切
り
と
よ
く
合
い
、
作
者
の
晩
年
の
気
負
わ
ぬ
生
活
詠
に
、
余
剰
を
切

り
捨
て
た
事
実
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
。
高
橋
氏
　
何
処
と
も
な
く
聞
こ
え
る
旋
律
に
、
ハ

ミ
ン
グ
し
な
が
ら
の
勝
手
仕
事
で
あ
る
、
日
本
的
な
唄
に
こ
ぶ
し
を
き
か
せ
、
大
根
、
人
参
な

ど
、
膾
を
刻
み
な
が
ら
の
俎
の
音
、
作
者
絶
妙
の
着
心
地
で
あ
り
、
全
身
で
明
る
く
楽
し
げ
で

あ
る
。
白
坂
氏
　
奥
多
摩
の
川
面
に
映
さ
れ
た
「
も
み
じ
花
」
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
一
首

の
な
か
に
か
く
さ
れ
た
「
煩
脳
」
を
忘
れ
さ
せ
る
自
然
界
の
透
明
度
に
救
い
が
あ
る
。

公
園
の
木
々
の
個
性
や
も
み
づ
れ
る
　
　

人
消
え
て
人
現
れ
て
秋
桜
　
　
　

補
聴
器
に
嬉
し
き
奏
で
残
る
虫

し
ぐ
る
る
や
か
け
そ
ば
匂
ふ
駅
ホ
ー
ム

落
葉
焚
き
里
の
日
暮
れ
を
早
め
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
評
】
一
句
目
　
俳
句
の
原
風
景
を
描
写
し
た
一
枚
の
絵
と
思
う
。
木
々
の
個
性
を
見
、
も
み

じ
の
色
合
い
か
ら
更
に
個
性
を
発
見
し
た
と
こ
ろ
が
新
鮮
で
あ
る
。
二
句
目
　
こ
の
句
も
ま
た

淡
彩
の
絵
を
思
わ
せ
る
句
意
で
あ
る
。
動
の
中
の
静
の
余
韻
が
句
に
籠
も
る
。
コ
ス
モ
ス
の
色

合
い
が
静
か
で
あ
る
。
三
句
目
　
補
聴
器
と
い
う
人
工
の
機
器
が
、
自
然
の
奏
で
を
伝
え
て
く

れ
る
と
い
う
作
用
は
、
ま
さ
に
癒
し
の
極
み
で
あ
ろ
う
か
。
嬉
し
く
も
楽
し
い
自
然
と
の
触
れ

合
い
が
貴
重
で
あ
る
。
四
句
目
　
何
時
も
何
処
か
で
見
か
け
る
風
景
で
あ
る
。
或
い
は
そ
ん
な

経
験
を
し
た
こ
と
も
。
時
雨
の
冷
え
と
か
け
そ
ば
の
熱
々
が
如
何
に
も
こ
の
句
に
ふ
さ
わ
し
い

措
辞
で
あ
る
。
五
句
目
　
稀
に
し
か
見
る
こ
と
の
少
く
な
く
な
っ
た
景
。
古
典
的
な
味
が
画
と

な
っ
て
眼
に
浮
か
ん
で
来
る
。

他
者

松
　
ケ
　
丘
　
　
吉
沢
　
量
子

夜
の
チ
ャ
イ
ム
に

扉
を
あ
け
る
と

山
が
聳
え
て
い
る

ひ
と
の
気
配
は
な
に
ひ
と
つ
な
く

（
し
め
よ
う
と
す
れ
ば
扉
が
や
け
に
重
た
い
）

山
よ
り
大
き
な
訪
問
者
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
て

黒
く
や
は
り
大
き
な
山
と
向
き
あ
っ
た

怒
り
と
哀
し
み
を
ぶ
ち
ま
け
る
も
の
が

静
け
さ
と
対
座
し
て

不
思
議
の
自
分
の
裡う

ち

を
見
て
い
た

草
を
結
ん
で
庵

い
お
り

と
し
た
昔
の
ひ
と
の
影
が

ふ
と
ゆ
き
過
ぎ
て
心
細
さ
が

し
み
い
る
夜
で
あ
る

【評】だれがチャイムを鳴らしたのか。目の前には山が
あるばかりだ。夜の静寂は人を異次元に誘い出す。自分

の中にいる別の人（他者）の存在（まさにそれこそ来訪

者）を感じている私がいる。そして突然の終わり三行が

夜をいっそう深いものにしている。意味と無意味の引き

起こす不思議さや、曖昧
あいまい

なものの妙もまた、詩の魅力に

違いないのだ。

原
稿
は
直
接
選

者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

劇団えるむ「ベッカンコおに」（こどもの家
わらしこ・わらしこ会主催）＝12月13日�14
時～15時45分、文化会館。入場料＝前売券
2,000円（2枚組3,500円）□問こどもの家わらし
こ・わらしこ会�７１５０－２６５４
しるべ展「黒姫を描く」（水彩人主催）＝12
月3日�～13日�9時～16時50分※月曜除く、
杜のアトリエ黎明。入場無料□問秋元�７１５
８－１１０９
ネイティブと英語等のクリスマスソングを
歌う会（ネイティブと歌う会主催）＝12月6日
�9時～10時、富士見台自治会館。入場料500
円□問矢野�７１５４－７６８０
英会話苦手だけど学びたい人へ（NPO法人
英会話指導主催）＝①12月14日�9時30分～12
時②12月21日�13時～15時、いずれも平和台
福祉会館。参加費無料□問大塚�７１５９－５
２０８

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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ほ ん 

「
体
に
安
心
　
ナ
チ
ュ
ラ
ル

お
そ
う
じ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
ガ
ー
デ

ン
編
（
成
美
堂
出
版
）

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
サ

ラ
サ
ラ
の
粉
、
重
曹
。
調
味
料

で
あ
る
酢
。
石
け
ん
や
エ
タ
ノ

ー
ル
な
ど
、
体
に
も
環
境
に
も

や
さ
し
い
素
材
が
、
お
そ
う
じ

に
大
活
躍
。
そ
れ
ぞ
れ
の
入
手

方
法
や
ど
ん
な
汚
れ
を
お
と
せ

る
か
効
果
的
な
使
い
方
を
説
明

し
た
後
は
、
キ
ッ
チ
ン
、
水
ま

わ
り
、
部
屋
、
玄
関
と
具
体
的

な
掃
除
の
方
法
を
紹
介
。
換

気
扇
や
洗
濯
機
な
ど
、
頑
固

な
汚
れ
に
も
役
立
つ
本
。

「
奥
薗
壽
子
の
子
ど
も
の

お
や
つ
」
奥
薗
壽
子
著
（
金

の
星
社
）

身
近
な
食
材
、
大
豆
や
お

ふ
、
豆
乳
な
ど
を
使
っ
た
体

に
や
さ
し
い
お
や
つ
や
季
節

の
行
事
に
合
っ
た
お
や
つ
の

作
り
方
を
紹
介
。
水
を
入
れ

ず
に
豆
腐
と
白
玉
粉
だ
け
で

作
る
豆
腐
み
た
ら
し
団
子
や

お
ふ
の
カ
レ
ー
ス
ナ
ッ
ク
な

ど
、
簡
単
に
作
れ
て
、
子
ど

も
に
喜
ば
れ
る
お
や
つ
の
レ

シ
ピ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

忙しい年末。
体にやさしい材
料を使って手軽
にできるおそう
じや、おやつ作
りの本をご紹介。

問い合わせ
市立図書館
�７１５９－
４６４６

２
０
０
４
年
版
県
民
手
帳
の

販
売県

民
手
帳
を
十
二
月
一
日
か

ら
総
務
課
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。
例
年
、
ポ
ケ
ッ
ト
版
、
中

型
版
の
２
サ
イ
ズ
を
販
売
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
０
４
年
版

は
、中
型
版
だ
け
と
な
り
ま
す
。

色
は
、
紺
色
と
薄
桃
色
の
二
種

類
で
、
価
格
は
５
０
０
円
（
税

込
み
）
で
す
。
な
お
、
な
く
な

り
次
第
販
売
終
了
と
な
り
ま
す
。

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６

０
６
７

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゆ
り
な
ど
が

出
荷
の
時
期
に

市
で
は
、
花
の
栽
培
に
よ
る

園
芸
農
業
を
展
開
し
て
お
り
、

こ
の
時
期
、
市
内
の
園
芸
農
家

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
で

は
、
「
ゆ
り
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ス
プ
レ
ー

菊
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
」
が
出
荷

の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
消
費
者
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
・
交
流
し
な

が
ら
直
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
に
立
ち
寄
っ
て

ビーズ織り編み（初心者向）（織づる会主
催）＝12月6日�14時～16時30分、文化会館。
参加費＝1,700円□問鶴岡�７１５９－５９９８
スキーツアー（ぴゅあスキークラブ主

催）＝12月23日	～30日�、志賀高原スキー
場。参加費60,000円（交通費含まず）※一部
分の日程での参加については応談□問内田�７
１５９－１７０２
ハワイアンフラダンス一日体験（カレイ・
アロハ流山教室主催）＝平成16年1月10日�13
時～15時、平和台福祉会館。参加費無料□問
橋�７１５０－０４７２
第16回フレンドリーシアター～オペラ「ア
マールと夜の訪問者」（障害者児と共にミュー
ジカルを観る実行委員会主催）＝平成16年1月
23日�・24日�、野田市文化会館。入場無料
（整理券が必要）□問鈴木�７１５２－３７６７

どじょうすくい踊り（安来節）教室＝第2・
4火曜18時30分～20時30時、南流山センター□問
山澤�７１５８－１５３７
シャトルレディース（バドミントン）＝①
毎週火曜13時～17時②毎週金曜10時～13時、
主に市民総合体育館□問畑村�７１５０－２４
０５
流山シルバーパソコンクラブ＝第2火曜13時
～17時、さわやかちば県民プラザ（柏市）□問
鈴木�７１５３－４７０８　
アトリエ　グレースローズ（プリザーブド
フラワーアレンジメント）＝第4木曜10時～12
時、初石公民館ほか□問本庄�７１５５－１１
７８
カラオケ同好会＝第1・3金曜19時～21時、
江戸川台東自治会館□問富樫�７１５２－７７
０２

サ　ー　ク　ル

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
６

平
成
15
年
度
第
２
回
「
福
祉

の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
・
in
ち

ば
」▽

日
時
＝
12
月
６
日
�
12
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
幕

張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
（
千
葉

市
）
▽
内
容
＝
福
祉
施
設
等
に

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

各
施
設
職
員
に
よ
る
個
別
面
談

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
千
葉
県
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
―

２
４
８

―

１
２
９
４

「
ち
ば
環
境
再
生
基
金
」
助

成
対
象
者
の
募
集

▽
助
成
対
象
者
＝
千
葉
県
内

で
行
う
自
然
環
境
の
保
全
、
自

然
環
境
の
再
生
等
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま

た
は
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て

い
る
非
営
利
の
任
意
団
体
。
法

人
格
の
有
無
は
問
わ
ず
）
▽
事

業
実
施
期
間
＝
平
成
16
年
４
月

１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日
▽

市内商店会の歳末大売り出し
※①売り出し期間②抽選日③景品／イベント

江
戸
川
台
東
　
今
泉
　
蓉
子

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊
　

江
戸
川
台
東
　
浅
蜊
　
ミ
チ

募
集
要
領
配
布
期
間
＝
12
月
26

日
ま
で
▽
募
集
期
間
＝
12
月
１

日
〜
26
日
※
応
募
説
明
会
（
定

員
１
０
０
人
先
着
順
）
を
12
月

１
日
13
時
30
分
か
ら
千
葉
県
文

書
館
（
千
葉
市
）
で
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
電
話
で

�
千
葉
県
環
境
財
団
環
境
再
生

基
金
チ
ー
ム
へ

□問
�
千
葉
県
環
境
財
団
環
境

再
生
基
金
チ
ー
ム
�
０
４
３
―

２
４
６
―

２
０
７
８

電
話
相
談
「
障
害
者
・
高
齢

者
の
人
権
１
１
０
番
」

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
13
時

〜
16
時
▽
相
談
内
容
＝
障
害

者
・
高
齢
者
に
関
す
る
人
権
問

題
、
法
律
問
題
全
般
▽
相
談
方

法
＝
電
話
（
０
４
３
―

２
２
７

―

８
６
８
１
）
で
相
談〈

敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
京
和
ガ
ス
㈱
＝
34
万
２
２

４
８
円
／
流
山
市
歌
謡
演
芸
連

合
会
＝
10
万
４
８
０
０
円
／
流

山
市
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
協
会
会
長

染
谷
政
男
＝
６
万
７
６
３
７

円
／

成
　
典
（
木
）
＝
２
万

４
０
０
０
円
／
国
連
支
援
交
流

協
会
流
山
支
部
長

時
任
き
よ

子
＝
１
万
円
／
名
陶
会
会
長

高
田
正
夫
＝
10
万
円
／
㈱
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
＝
内
野
自

由
席
券
／
千
葉
県
旅
行
業
協
会

東
　
地
区
地
区
長

染
谷
幸

和
＝
車
椅
子
３
台
／
山
口
芳
扶

（
西
初
石
）
＝
車
椅
子
１
台
／

車
椅
子
を
贈
る
ダ
ン
ス
の
会
＝

テ
レ
ビ
デ
オ
25
型
、
テ
レ
ビ
台

【
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
へ
】

▽
関
口
晋
太
郎
（
三
輪
野

山
）
＝
１
万
円

善
　
意

本紙11月15日号1面「巨大オセロ大会」の
記事の中で、優勝チームの個人名「金野大
治」さんは、「今野大治」さんの誤りでした。
お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

【富士見台小田急ハイツ商店会�7152－0148】①12
月3日～21日②12月21日③DVD、TVほか【江戸川台駅
前商店街振興組合�7154－3211】①12月6日～14日②12
月6日・7日・13日・14日③特大カニ、現金つかみ取りな
ど【電話局通り日栄会�7152－6915】①12月5日～14日
②12月13日・14日③防災・防犯グッズセット、クリスマ
スケーキほか【みやぞの商店会�7159－2561】①12月1
日～21日②12月20日・21日③クリスマスケーキなど
【江戸川台西口学園通り昭和会�7154－5556】①12月1
日～平成16年1月6日②1月6日③ハロゲンヒーター、米ほ
か／模擬店（焼きそばなど）【松ケ丘商店会�7145－
0021】①12月4日～23日②12月21日～23日③JTB旅行券、

ディズニーランドパスポートペア券ほか【江戸川台西口
商店会�7152－0156】緑のガレージセール…12月7日�
10時～14時※シクラメン超特価即売（先着100人）
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平成15年12月１日（月曜日） （８）第１０５５号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

― 南流山中学校 ― 
第 20 回  

散
歩
で
出
会
っ
た
犬
友
だ

ち
が
集
ま
っ
て
、
犬
の
し
つ

け
や
犬
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
、

「
ク
ラ
ブ
ワ
ン
」
が
発
足
し

た
の
が
５
年
前
。
会
員
数
三

十
一
人
。
毎
週
水
曜
日
、
東

深
井
地
区
公
園
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
犬
の
訓

練
前
に
、
公
園
内
の
ご
み
を

拾
う
月
一
回
の
「
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
の
日
で
す
。
十

五
人
の
会
員
は
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
と
書
か
れ
た
ゼ
ッ

ケ
ン
を
付
け
た
愛
犬
を
連

れ
な
が
ら
、
ご
み
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

愛
犬
と
一
緒
に
ク
リ
ー
ン
作
戦

園児と地域のおじいちゃんおばあちゃん

千
葉
県
の
科
学
技
術
を
担

う
人
材
の
育
成
と
科
学
技
術

教
育
の
振
興
を
目
的
に
、
千

葉
県
児
童
生
徒
・
教
職
員
科

学
作
品
展
が
、
十
月
十
八

日
・
十
九
日
に
県
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

科
学
工
夫
作
品
の
部
で
は

「
じ
し
ゃ
く
で
ま
わ
る
花
火

ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
を
製
作
し
た

吉
井
理
恵
さ
ん
（
西
初
石
小

二
年
）
と
「
サ
ー
ビ
ス
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
目
指
し
た
基
礎
的

な
研
究
Ｍ
Ｒ
―

10
号
の
製
作
」

を
行
っ
た
中
橋
賢
人
さ
ん

（
南
部
中
三
年
）
の
二
人
が
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

【
科
学
工
夫
作
品
の
部
】

▽
発
明
協
会
会
長
奨
励

賞
＝
辻
本
真
希
（
流
山
北
小

１
年
）
・
辻
本
名
菜
（
流
山

北
小
１
年
）
▽
優
良
賞
＝
東

畑
康
太
（
流
山
北
小
２
年
）

／
原
田
洋
輔
（
八
木
北
小
６

年
）
▽
奨
励
賞
＝
小
金
丸
明

子
（
南
部
中
１
年
）

【
科
学
論
文
の
部
】

▽
千
葉
市
教
育
長
賞
＝
水

谷
太
一
（
東
深
井
中
２
年
）

▽
優
秀
賞
＝
室
井
皆
美
（
西

初
石
小
１
年
）
／
黒
坂
公
恵

（
長
崎
小
２
年
）
／
田
中
慶

（
東
部
中
２
年
）
▽
優
良
賞

＝
近
藤
み
の
り
（
流
山
北
小

１
年
）
／
延
廣
拓
音
（
流
山

北
小
２
年
）

税
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
、
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
中
学

生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

こ
と
し
も
多
く
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
学
校
生
活

に
お
け
る
体
験
を
も
と
に
税

金
の
有
効
活
用
や
納
税
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
た
柴
山

太
郎
さ
ん
（
北
部
中
三
年
）

が
、
松
戸
税
務
署
管
内
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
戸
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

▽
浮
橋
孝
仁
（
北
部
中
３

年
）
／
金
杉
亜
也
子
（
八
木

中
３
年
）
／
西
山
玲
真
（
南

流
山
中
３
年
）

ふれあい会で心も交流

十
一
月
十
四
日
、
江
戸
川
台
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
で
園
児
と
地

域
の
お
年
寄
り
と
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
園
児
た
ち
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ

あ
う
機
会
を
」
と
幼
稚
園
が
企
画
。
園
児
た
ち
は
、
踊
り
な
ど

を
披
露
し
た
後
、
手
作
り
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
園
児
の
小
さ
な
手
を
取
り
な
が
ら
、
あ
や

と
り
な
ど
を
教
え
る
場
面
も
あ
り
、
心
か
ら
楽
し
め
る
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

キウイフルーツ栽培を視察

韓国からはるばる訪問

十
月
八
日
、
韓
国
の
農
業
団
体
「
韓
国
秦
安
郡

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
が
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
栽
培
の
技
術
な
ど
を
習
得
し
よ
う
と
、
水

代
果
樹
園
（
向
小
金
三
丁
目
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
園
主
か
ら
観
光
農
園
の
経
営
方
法
や

技
術
指
導
な
ど
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
十
六
日
、
鰭
ケ
崎
団

地
自
治
会
は
、
地
元
の
東
洋
学
園
大
学
を
会
場
に

「
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
屋
内
・
外
の
会
場

で
は
、
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
舞
踊
な
ど
の
発
表

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
終
日
賑
い
ま
し
た
。

「
地
元
の
大
学
を
会
場
に
自
治
会
活
動
を
通
し
た
地

域
交
流
が
で
き
、
内
容
も
充
実
」
と
自
治
会
長
。

同
自
治
会
内
で
は
同
好
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
地
域
交
流
が
活
発
で
す
。

鰭
ケ
崎
団
地
自
治
会

東
洋
学
園
大
学
で
文
化
祭

科学工夫作品の部で県知事賞独占！
吉井理恵さん（西初石小2年）
中橋賢人さん（南部中3年）

が受賞

最優秀賞に柴山太郎さん
（北部中3年）

税の作文コンクール

科学作品展


